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・ ・ 間で有意差を認めた（表 ）．
では，基本的 （ 以下 ）は平














・ ・ ・ ・ であった（図 ）．項目 ・
は「空間の類推による一貫した推理」であり，項
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表 結 果
症例 年齢 性別 セット












































）セット ・ は良好でセット 低下の症例















のセット ・ は良好であるが，セット は と
低下がみられる．作業活動ではパズルはピースの多
いものを，書字は漢字の多いものを選択し，カルタ































































































































































み ，臨床リハ， （ ） ， ．
）藤本直規 痴呆患者のリハビリテーション 施
設から在宅へ ，在宅から施設へ ，臨床リハ，
（ ） ， ．
）古川俊明，他 認知障害，総合リハ， （ ），
， ．
）高山吉弘 老化と高次脳機能，神経進歩，
（ ） ， ．
）
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